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令 和 ７ 年 度 基 本 方 針 

 

 

国は令和５年度から令和９年度までの第４期教育振興基本計画のコン

セプトとして、「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根差

したウェルビーイングの向上」を掲げ、５つの基本的方針と１６の教育政

策の目標、基本施策及び指標を示しています。 

また、県においても、令和７年度から令和１１年度までの５年間を計画

期間とする第４期千葉県教育振興基本計画を新たに策定し、「人生をしな

やかに切り拓き、千葉の未来を創る『人』の育成」を基本理念として掲げ、

その実現を目指すこととしています。 

これら国や県での策定計画、また、令和５年度から令和８年度の４年間

で本市が取り組む教育の目標や施策を示した「第３期木更津市教育振興

基本計画」及び「木更津市第３次教育大綱」を基本方針とし、令和７年度

における具体的な重点目標・施策を定めました。「まなびあい、きらりか

がやく『教育都市きさらづ』」の実現に向け、各施策を着実に推進してま

いります。 
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「自立する力」と「共生する姿勢」を身に付けた児童生徒を育成し、児童生徒本人、

家庭や地域社会から信頼される魅力ある学校づくりを推進します。 

 

重点目標１ 児童生徒に学習する習慣を身に付けさせます。 

重点施策（１） 児童生徒の読書数の向上  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校図書館システムを

導入し、学校間の連携

を図り、学校図書館を

活性化します。 

学校図書館蔵書管理システムを運用し

たスムーズな貸出・返却を行い、利用率

を向上させるため、関係職員の研修会を

定期的に実施します。 

（学校教育課） 

1人あたりの貸出冊

数 

小学校 35冊/年 

中学校 8冊/年 

② 読書相談員の配置を継

続します。 

読書相談員による季節に合った掲示物

の作成や図書の紹介、読み聞かせやレフ

ァレンス等、児童生徒の読書活動への支

援を推進するとともに、相談員の勤務体

制を把握し、効果を検証します。 

（学校教育課） 

全学校への読書相談

員の配置 継続 

③ 図書館と連携し、団体

貸出事業を推進しま

す。 

学校向けの団体貸出を推進するため、調

べ学習用の児童書を充実させます。ま

た、学校が図書の利用に関して気軽に相

談できるよう読書相談員と連携し、更な

る利用促進を図ります。 

（図書館） 

団体貸出事業の実施

件数 150件 

    調べ学習のための「特別貸出」や読み物

を貸し出す「おまかせ図書館便」につい

て各学校への周知に努め、団体貸出事業

の増加を図ります。 

（学校教育課） 

 

  

基本方針１ 魅力ある学校づくりの推進 
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④ 児童生徒に電子図書サ

ービスの利用を推奨し

ます。 

各学校へ電子図書サービスの概要を周

知し、児童生徒の利用促進を図ります。 

（図書館） 

新規申し込み学校数 

4校 

    電子図書サービスを利用するための仮

パスワードの発行の増加に努め、児童生

徒の不読率低減を図ります。 

（学校教育課） 

読書数 0の児童生徒

数の割合 

小学校 9％以下 

中学校 13％以下 

 

重点施策（２） 学習意欲の向上  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 算数数学検定を年間 2

回実施し、学び直しの

機会を作ります。取組

状況を調査し、過去問

題等の活用方法の広報

や未受検の児童生徒へ

の受検率向上に努めま

す。 

児童生徒へ算数・数学検定の受検を促

し、受検率の向上に努めます。 

（まなび支援センター） 

2回分の受検率 

80％ 

 

重点施策（３） プログラミング学習の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① プログラミング連携協

定を活用し、出前授業

を実施します。 

引き続き、関連企業・教育機関と連携し、

未実施校を優先して出前授業を実施し

ます。 

（まなび支援センター） 

出前授業実施数 

7校 10 回以上 

② 指導計画モデルプラン

を策定し、各学校の参

考とします。 

引き続き、プログラミング連携協定を締

結した企業や教育機関との検討会を実

施し、指導計画の作成を目指します。 

（まなび支援センター） 

検討会実施数 

2回以上 
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重点施策（４） きさらづ特認校の活性化  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① スクールバスを運行

し、学区外からの通学

の利便性を高めます。 

市 SNS等の活用による情報発信や、スク

ールバスの効果的な活用により、特認校

の児童数の増加を図ります。 

また、企業版ふるさと納税など、スクー

ルバス運行経費の財源確保に努めます。 

（学校教育課） 

きさらづ特認校利用

児童生徒数 

70人 

 

重点目標２ 児童生徒の人権意識の高揚を図ります。 

重点施策（１） いじめのない集団づくり  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① いじめ防止対策基本方

針を策定し、各学校に

周知徹底します。 

全学校において「いじめ防止対策基本方

針」の見直しを図り、HPなどを通じて公

表します。 

（学校教育課） 

全学校において策

定、公表 継続 

② 定期的にいじめ実態調

査を行い、実態把握に

努めます。 

全学校で毎学期いじめ実態調査を実施

し、その調査結果を共有しながら、いじ

め予防に活用します。 

（学校教育課） 

全学校において実

施、活用 継続 

    いじめ実態調査の結果を各学校でのい

じめ予防に活用することにより、学校評

価「木更津システム」調査で「いやがる

ことをしない」と答えた児童生徒の割合

の増加を目指します。 

（学校教育課） 

「いやがることをし

ない」と答えた児童

生徒の割合 

小学校 86.0% 

中学校 95.5% 

③ 教職員のいじめに対す

る意識向上と指導力の

向上を図り、いじめの

ない集団づくりに努め

ます。 

各学校において、いじめ実態調査の結果

を踏まえたいじめ予防について、一回以

上の校内研修を実施します。 

（学校教育課） 

校内研修実施回数 

全学校において 1回

以上 
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重点施策（２） 虐待への適切な対応  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① スクールソーシャルワ

ーカーを配置し、関係

部署との連携調整支援

等に努めます。 

各学校への学校訪問を実施することに

より、児童生徒の抱える悩みや問題を把

握し、関係機関と連携して迅速に対応し

ます。 

（学校教育課） 

学校訪問回数 

前期 60回 

後期 60回 

② 被虐待児童生徒の発見

に努め、発見した場合

は、関係部署との緊密

な連携の下、通告等適

切な対応をします。 

通告等対応した全ての事例について、対

応状況を検証・確認します。 

（学校教育課） 

- 

 

重点目標３ 外国語教育・国際理解教育の充実を図ります。 

重点施策（１） 外国語指導助手（ALT）による授業の支援  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 小学校において、外国

語授業（小 5．6）、外国

語活動（小 3．4）の全

時間に外国語指導助手

（ALT）を配置します。 

全小学校に ALTの配置を継続し、外国語

科・外国語活動の授業の充実を図りま

す。 

（まなび支援センター） 

小学校の ALT配置率 

100％ 

② 国際理解教育に関する

出前授業の実施を推奨

します。 

引き続き、依頼希望がある小学校へ主任

ALT を派遣し、国際理解教育の充実を図

ります。 

（まなび支援センター） 

主任 ALT派遣小学校

数 10 校 

 

重点施策（２） 外国語学習意欲の向上  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 市内小中学校の希望者

を対象に、ALTと英語の

みの世界を体験する

English camp を開催

し、国際理解教育を推

進します。 

夏季休業中に English tour を開催し、

国際理解教育を推進します。 

（まなび支援センター） 

English tour の実施 

1回 
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重点施策（３） 教職員に対する英会話研修の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 夏季休業中に、教職員

対象の英会話教室を開

催します。 

夏季休業中に参加者のニーズを踏まえ

た英会話教室を開催します。 

（まなび支援センター） 

英会話教室参加人数 

延べ 120人 

    外部試験制度及び英会話教室の活用を

周知し、引き続き B2 レベル取得に向け

た支援に努めます。 

（まなび支援センター） 

中学校英語教員の

CEFR B2レベルの割

合 32.5％ 

 

重点目標４ 特別支援教室の充実に努めます。 

重点施策（１） 特別支援教育に関する実態調査  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 特別支援に関するアン

ケート調査を行い、定

期的に実態を把握し、

施策に反映させていき

ます。 

令和 6年度に実施した「学級実態調査」

の結果並びに個別の教育支援計画及び

指導計画を基に実態を把握し、十分な支

援を行うための体制づくりに生かしま

す。 

（学校教育課） 

（次回のアンケート

実施は、令和 9年度を

予定） 

 

重点施策（２） 個別支援の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 各学校の必要に応じ、

個別の教育支援計画・

指導計画を作成し、指

導支援に活かしていき

ます。 

通常の学級に在籍する児童生徒におい

ても、保護者の同意の上、必要に応じて

個別の教育支援計画、指導計画の作成、

活用を進めていくため、特別支援教育コ

ーディネーター研修会などで更なる周

知を図ります。 

（学校教育課） 

- 
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重点施策（３） スクールサポートティーチャー（SST）の配置  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学級担任の補助に当た

るため、スクールサポ

ー ト テ ィ ー チ ャ ー

（SST）を配置します。 

各学校にスクール・サポート・ティーチ

ャーを配置し、特別な支援を必要とする

児童生徒の学習や生活を支援します。 

（学校教育課） 

スクール・サポー

ト・ティーチャーの

配置人数 27名 

 

重点施策（４） 特別支援教育支援員の配置  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 児童生徒の必要に応

じ、特別支援教育支援

員を配置します。 

各学校に特別支援教育支援員を配置し、

特別な支援を必要とする児童生徒の学

習や生活を支援します。 

（学校教育課） 

特別に支援を要する

全児童生徒への支援

員の配置継続 

 

重点施策（５） スクールアクティブサポーター（SAS）の配置  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 教職員の補助に当たる

ため、スクールアクテ

ィブサポーター（SAS）

を配置します。 

希望する全学校にスクールアクティブ

サポーターを配置するため、大学での説

明会を開催します。また、大学と連携し、

活動する学生へのフォローアップを実

施します。 

（学校教育課） 

希望する全学校への

スクールアクティブ

サポーターの配置継

続 

 

重点目標５ 保護者・地域と連携した学校づくりを推進します。 

重点施策（１） 学校支援ボランティア活動の推進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校支援ボランティア

活動推進事業を推進し

ます。 

学校支援ボランティア連絡会を年間 2

回、実践発表会を 1回開催します。また、

実践発表動画を活用した広報活動を実

施し、登録者数の向上を図ります。 

（学校教育課） 

学習支援ボランティ

アの延べ活動者数 

小学校 10,630人 

中学校  1,056人 
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重点施策（２） 学校評価木更津システムの実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校評価木更津システ

ムを確実に実施し、結

果を公表します。 

学校評価「木更津システム」を確実に実

施し、PDCAサイクルを機能させることに

より、学校運営の向上に努めます。また、

結果について、学校運営協議会または学

校評議委員会で公表します。 

（学校教育課） 

全学校における学校

評価「木更津システ

ム」実施回数 2回 

② 学校の現状を把握し、

改善に活かします。 

学校評価「木更津システム」の学校満足

度を学校運営の指標として、現状の把

握・改善を図ります。 

（学校教育課） 

学校満足度の項目

「満足」・「まあ満

足」の合計が 90％以

上の学校数 

小学校 12校 

中学校 10校 

 

重点施策（３） コミュニティスクールの推進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① きさらづ特認校に学校

運営協議会を組織しま

す。 

きさらづ特認校（小学校 4 校、中学校 2

校）に設置した学校運営協議会における

協議内容を共有し、社会に開かれた学校

を実現します。 

（学校教育課） 

全てのきさらづ特認

校における学校運営

協議会開催回数 1

回以上 

 

重点施策（４） 広報活動の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校 HPの定期的な更新

に努めます。 

各学校へ定期的な HP の更新を促すとと

もに、適宜各学校 HPを確認します。 

（学校教育課） 

毎月の学校 HPアクセ

ス数 児童生徒数×4 
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重点施策（５） 放課後等の子どもの居場所づくり  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 放課後児童クラブと放

課後子ども教室の連携

を検討します。 

学校、放課後児童クラブと連携した放課

後子ども教室の取組を支援するととも

に、新たな放課後子ども教室の開設を目

指します。 

（生涯学習課） 

放課後子ども教室の

実施学校数 8校 

 

重点目標６ 現代的課題について考え、行動に移す意欲とスキルを育成します。 

重点施策（１） 防災・安全教育の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 大災害に備えて、避難

訓練を含めた命を守る

教育の充実を図りま

す。 

全中学校 2年生を対象に防災ジュニアハ

イスクールを実施します。 

（学校教育課） 

防災ジュニアハイス

クールの実施学校数 

全中学校 

② 交通安全教育を充実

し、交通安全に対する

意識を高めます。 

実技を伴った自転車・交通安全教室を全

学校で実施します。 

（学校教育課） 

交通安全教室実施回

数 全学校で 1回以

上 

 

重点施策（２） SDGs教育の推進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① SDGs、包括的性教育等、

現代的課題を意識した

教育課程づくりを推進

します。 

小学校では環境教育や福祉体験学習等、

中学校では合同生徒会の活動等を通し

て、SDGｓの達成に対する意識向上を図

るための学習や取組を行います。 

さらに、中学校では、産婦人科医等によ

る包括的性教育を実施します。 

（学校教育課） 

SDGs関連学習の実施

学校数 全学校（30

校） 

 

産婦人科医等による

包括的性教育実施学

校数 全中学校（12

校） 

② 市が推進する SDGs関連

事業についての理解を

深めます。 

出前授業の内容を各学校へ周知すると

ともに、新たな企業等の情報提供に努

め、出前講座の実施を推進します。 

（学校教育課） 

市の出前授業の実施

学校数 

小学校 6校 

中学校 3校 
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重点施策（３） 環境教育の推進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 市が推進するゼロカー

ボンシティの取組につ

いて理解を深め、行動

意欲を高めます。 

盤洲干潟やいっせんぼくなどの木更津

の自然に触れ合う機会を提供し、総合的

な学習の時間の学びにつなげることで、

行動意欲を高めます。 

（学校教育課） 

盤洲干潟に関する学

習実施学校数 

 4校 

いっせんぼくに関す

る学習の実施学校数 

2校 

 

重点施策（４） プレゼンテーション能力の育成  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学習活動研究発表会を

開催し、日頃の学習成

果を発表する場を作り

ます。 

総合的な学習の時間などで児童生徒が

取り組んだ内容について、その成果を発

表する機会として、学習活動研究発表会

を開催します。 

（学校教育課） 

学習活動研究発表会

開催数 各 1回 

 

重点施策（５） キャリア教育の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 体験に基づくキャリア

教育を推進し、自分に

あった進路決定を進め

る意識を高めます。 

各学校のキャリア教育実施計画書及び

実施報告書を取りまとめ、実施状況を把

握して必要に応じ情報提供等を行いま

す。校外でも安心して活動できるよう市

で保険に加入します。 

（学校教育課） 

就業密着観察学習実

施小学校数 

  全校（18校） 

職場体験学習実施中

学校数 

全校（12校） 

 

重点施策（６） 学校間交流の活性化  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 中学校合同生徒会を組

織し、学校間で切磋琢

磨し、互いに高め合う

場を作ります。 

合同生徒会を開催し、各学校の共通の課

題や社会的事象等についてディスカッ

ションを行い、全中学校で共通した取組

を推進します。 

（学校教育課） 

合同生徒会開催回数 

5回 

共通の取組実施回数 

1回 
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重点目標７ 教育相談活動の充実を図り、児童生徒の正しく前向きな自己決定を支援します。 

重点施策（１） スクールカウンセラー（SC）、心の相談員の配置  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 各学校にスクールカウ

ンセラー（SC)、心の相

談員を配置し、児童生

徒が悩みを相談できる

場を作ります。 

スクールカウンセラーの他、心の相談員

を各学校に配置し、児童生徒及び保護者

のより良い相談体制を整えます。 

（学校教育課） 

全学校への配置を維

持 

 

重点施策（２） 教育相談教室の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 専門家による教育相談

教室を実施し、児童生

徒及び保護者の悩みに

ついて、専門的な立場

から相談できる場を作

ります。 

精神科医師、言語聴覚士、公認心理師等

による教育相談教室を開催します。 

（まなび支援センター） 

教育相談教室の開催

回数 年 56回 

 

重点施策（３） 教育支援教室（あさひ学級）の運営  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 教育支援教室（あさひ

学級）を運営すること

により、不登校の児童

生徒の自立を支援しま

す。 

定期的に学校、保護者と連携する機会を

持ち、教育支援教室（あさひ学級）通級

者のより良い支援につなげます。 

（まなび支援センター） 

親の会実施回数 

3回 

学校との個別ケース

会議実施回数 

2回 

オンラインあさひ学

級保護者向け説明会

実施回数 2回 
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重点目標８ 教職員の働き方改革を推進するとともに、指導支援能力を高めます。 

重点施策（１） 夏季教職員研修の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 教科指導、生徒指導、現

代的課題等について、

夏季教職員研修を実施

し、市内教職員の資質

力量を高めます。 

教職員の資質向上を目的とし、教職員の

ニーズを捉え、満足度を重視した夏季教

職員研修を開催します。 

（まなび支援センター） 

夏季教職員研修の延

べ参加人数 

500 名 

参加者の満足度 

95％以上  

 

重点施策（２） 情報化推進チームの組織化  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校内に情報化推進チ

ームを組織し、教職員

の ICT のスキルを高め

ます。 

各学校の情報化研修会を推進するとと

もに、研修成果や授業・校務 DX化等の実

践例を HPで公開します。 

（まなび支援センター） 

研修会実施回数 

2回以上 

 

重点施策（３） ICT支援員の派遣  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 各学校に ICT 支援員を

派遣し、授業補助に当

たり、教職員の ICT を

活用した指導技術を高

めます。 

各学校からの要望を調整し、ICT 支援員

を派遣します。 

（まなび支援センター） 

派遣回数 1校あた

り週 1回以上 

 

重点施策（４） 教職員の時間外勤務時間の縮減  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 教職員の時間外勤務の

実態を定期的に把握

し、縮減に向けた取組

を推進します。 

改定した教職員の働き方改革ガイドラ

インの地域・保護者等への更なる周知を

図りながら、積極的な ICTの活用や外部

機関との連携による業務改善を推進し

ます。 

（学校教育課） 

教職員の時間外勤務

時間 月 45時間以上

の割合 

小学校 30％ 

中学校 55％ 

 

  

12



 

重点施策（５） 部活動の地域への移行の推進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 関係課と連携し、土日

の中学校部活動の地域

移行の体制づくりを進

めます。 

部活動地域移行協議会を開催し、地域移

行の体制づくりに向けた検討を進めま

す。 

（学校教育課） 

部活動地域移行試験

運用実施数 

市内 1部活動 

 

重点目標９ 「食」に関する指導を推進し、安全・安心な学校給食の提供に努めます。 

重点施策（１） 「地産地消」給食の推進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 木更津市内及び近隣

市、千葉県内で生産さ

れた食材を優先的に使

用し、顔の見える「地産

地消」給食を推進しま

す。 

関係部署の生産者情報を基に、学校側と

生産・流通側との連絡調整を図ります。 

（学校給食課、学校給食センター） 

地産地消食材使用割

合 45.0%  

 

重点施策（２） 地元産有機栽培米の提供  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校給食への地元産有

機栽培米の提供割合

100％を目指します。 

有機米の収穫量や提供量などについて、

関係機関と情報共有や調整を図るとと

もに、米飯給食実施日の全量有機米達成

に向けて流通の仕組みづくりに取り組

みます。 

（学校給食課） 

有機米の提供割合 

87.3% 

 

重点施策（３） 食育のための環境の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 小学校において、野菜

等の食材を「栽培→調

理→食す」活動を取り

入れます。 

体験学習が未実施または一部実施の学

校に対しての支援策として、他校の取組

を紹介し、実施校を増やします。 

（学校教育課） 

全 18校中、16校実

施、2校一部実施 

② 「食」に関する指導の

ための教材・教具を作

成します。 

掲示物や電子黒板を活用し、給食を通じ

児童生徒が興味関心を示す教材を作成

します。（学校給食センター） 

媒体数 29媒体 
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③ 学校と連携した食育指

導支援を推進します。 

学校と連携し、給食を生きた教材として

地域性を活かした食育を推進します。 

（学校給食課、学校給食センター） 

食育指導実施クラス

(学校数)の割合 

100%  

 

重点施策（４） 学校給食施設の環境整備  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 各調理校の施設設備及

び器具等の補修を行う

とともに、将来にわた

り、安全安心な給食を

提供するため、地産地

消の拠点となる新しい

給食施設の整備を検討

します。 

給食施設整備の基本構想を策定し、整備

に向けた合意形成を図ります。 

（学校給食課） 

- 

 

重点目標１０ 学校の教育環境の整備に努めます。 

重点施策（１） 学校施設長寿命化計画の実行  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 学校施設長寿命化計画

を確実に実行し、学校

施設の整備に努めま

す。 

関係部署及び学校と連携し、波岡中学校

及び八幡台小学校の学校施設の長寿命

化事業を実施します。 

（教育総務課） 

- 

② トイレの洋式化及びバ

リアフリー法に基づく

エレベーター整備の推

進等、学校施設のバリ

アフリー化を推進しま

す。 

関係部署及び学校と連携し、請西小学

校、木更津第一中学校及び木更津第二中

学校のトイレ洋式化を実施します。 

（教育総務課） 

- 
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重点施策（２） 小中学校の整備  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 区画整理事業の進展等

により児童生徒数の増

加が見込まれる金田小

中学校の整備を検討し

ます。 

関係部署及び学校と連携し、金田小中学

校の整備を実施します。 

（教育総務課） 

- 
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ふるさと木更津を愛し、誰もが自ら学び、健康で生きがいのある生活を送ることが

できる生涯学習社会の実現を目指します。 

 

重点目標１ 生涯学習・社会教育推進体制の充実に努めます。 

重点施策（１） 市民参画による社会教育行政の推進   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 社会教育委員会議を定

期的に開催し、市民の

意見や要望を取り入れ

る機会の充実を図りま

す 

市民参画による社会教育を推進するた

め、社会教育委員会議を定期的に開催し

ます。 

（生涯学習課） 

会議開催数 

年間 4回 

 

重点施策（２） 生涯学習・社会教育振興のための支援体制の充実  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 市民の学習活動を支援

するため、職員の資質

向上に努めるととも

に、視聴覚ライブラリ

ーの充実を図ります。 

視聴覚教育を推進するため、「視聴覚ラ

イブラリーだより」を発行します。 

（生涯学習課） 

発行回数 

年間 8回 

 

重点施策（３） 社会教育施設の総合的な環境整備   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 関係部署と連携を図

り、市民の生涯学習の

拠点としての（仮称）

生涯学習センター（公

民館・図書館）の再整

備を進めるとともに、

公民館長寿命化計画等

をふまえた施設の整備

に努めます。 

関係部署と連携を図り、吾妻公園内に

計画されている文化芸術活動や生涯学

習の新たな交流拠点としての公民館・

図書館の整備に取り組みます。 

（生涯学習課） 

- 

 

  

基本方針２ 生涯学習社会の実現 
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重点目標２ 生涯学習・社会教育活動の充実に努めます。 

重点施策（１） 子育て・家庭教育支援事業の充実 

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 家庭教育支援事業の充

実を図るため、関係機

関・団体と連携し、親の

育ちを応援する学びの

環境を整えます。 

家庭教育支援の拡充を図るため、関係職

員及び学級生を対象とした研修会を開

催します。 

（生涯学習課） 

研修会開催数 年間

2回以上 

 

重点施策（２） 市民の生涯学習機会の充実 

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 市民の多様な学習ニー

ズに対応するため、生

涯学習市民公開講座

（市民カレッジ）や市

役所職員による出前講

座を実施します。 

出前講座を開催し、市政への理解を深め

るとともに市民カレッジを開催し、市民

の学習機会を提供します。 

（生涯学習課） 

出前講座開催数 年

間 50回 

市民カレッジ開催

数・参加人数 年間

3コース・200人以上 

② 市民の体験的学習活動

を推進するための生涯

学習バスを運行しま

す。 

引き続き市民の学習活動を推進するた

め、生涯学習バスの管理運営を行いま

す。 

（生涯学習課） 

- 

 

重点施策（３） 社会教育関係団体の育成と支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 団体が自主的に行う社

会教育活動に対し、求

めに応じて助言や支援

をします。 

関係団体が自主的に行う事業への助言・

支援を行い、地域の活性化に繋げます。 

（生涯学習課） 

延べ参加人数数 800

人 
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重点目標３ 人権が尊重される社会をつくるための取組を進めます。 

重点施策（１） 人権教育研修会の開催   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 人権の理念を普及し、

その理解を深めるため

の研修会を開催しま

す。 

人権に対する理解を深めるため、人権

研修会を開催します。 

（生涯学習課） 

研修会開催数・参加

人数 1回・30人以

上 

 

重点施策（２） 人権啓発活動の実施   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① チラシ、リーフレット

配布など、人権に対す

る意識を高めるための

啓発活動を推進しま

す。 

人権に対する意識向上のため、情報提

供活動に取り組みます。 

（生涯学習課） 

情報提供活動事業数 

3事業以上 

 

重点目標４ 公民館活動の活性化を推進します。 

重点施策（１） 公民館利用者の拡大   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 地域の特性や公民館の

施設にあわせ、市民が

気軽に集うスペースの

確保や自由に参加でき

る事業を実施します。 

フリースペースやコミュニティカフェ、

サロンなどを開催し、利用者層の拡大を

図ります。 

（公民館） 

事業数 各公民館 1

事業 

 

重点施策（２） 地域自治の活動の支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 地域の課題解決のた

め、「まちづくり協議

会」や「青少年育成住民

会議」の活動を支援す

るとともに、課題解決

のための事業を実施

し、地域活動のための

人材の育成を図りま

す。 

「まちづくり協議会」の事業実施を支援

し、地域の課題解決を図ります。 

（公民館） 

事業数 

各公民館 1事業 

  「青少年育成住民会議」の事業実施を支

援し、地域活動のための人材の育成を図

ります。 

（公民館） 

事業数 

各公民館 1事業 
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重点施策（３） デジタル社会への対応支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① スマートフォンなどの

デジタル機器の活用方

法の講座を行うととも

に、デジタル機器を活

用した学習機会を作り

ます。 

スマートフォンやタブレットなどのデ

ジタル機器を使用した事業を実施し、地

域住民のデジタル社会への対応能力の

向上を図ります。 

（公民館） 

事業数 

各公民館 2事業 

 

重点目標５ 市民の読書活動を推進することにより、生涯学習体制の充実に努めます。 

重点施策（１） 図書館サービスの充実   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 各種図書館事業の開催

と図書館に必置の資料

の提供により、図書館

利用者数を増やしま

す。 

定例事業や企画展示の開催に取り組む

とともに、電子図書サービスの充実と郷

土資料（古い絵葉書）のデジタル配信に

取り組むことで、来館型、非来館型双方

の図書館サービス利用者の増加を図り

ます。 

（図書館） 

年間利用者数 

105,000人 

② ブックスタート事業に

より、乳幼児期からの

読書活動を推進しま

す。 

ブックスタートボランティアの協力を

得て、乳児健康診査時に絵本を開く体験

と絵本のプレゼントを実施するととも

に、ボランティアのスキルアップ研修を

実施します。 

（図書館） 

配付率 100％ 

③ おはなし会等の事業を

開催し、図書館に来館

するきっかけとなる機

会を増やします。 

中高生を対象とした「子ども司書養成講

座」をはじめ、ボランティア講座や定例

のおはなし会など、多種多様な事業を開

催します。 

（図書館） 

年間参加人数 5,500

人 

④ パスファインダーの作

成を推進し、レファレ

ンスサービスの普及に

努めます。 

郷土に関する質問を中心に、パスファイ

ンダー（調べ方案内）を作成し、レファ

レンスサービスの周知に努めます。 

（図書館） 

作成数 5件 
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⑤ 点字図書・録音図書・大

活字本等を計画的に収

集し、読書にハンディ

キャップのある利用者

に対するサービスの充

実を進めます。 

点字図書、録音図書（マルチメディアデ

イジー含む）、大活字本を収集し、多様な

読書サービスの提供に努めます。 

（図書館） 

点字図書 

 60冊収集 

録音図書 

 50タイトル収集 

大活字本 

 60冊以上収集 

 

重点施策（２） 電子図書サービスの拡大   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 相談会を開催するな

ど、電子図書の普及に

努めます。 

図書館カードの新規登録と電子図書パ

スワードの発行を促進し、電子図書の普

及に努めます。 

（図書館） 

累計登録者数 7,000

人 

② 電子図書を計画的に購

入します。 

利用の多い文学や同時アクセス可能な

児童書の読み放題パックの充実を図り

ます。 

（図書館） 

延べ購入数 

14,000タイトル 

（読み放題パックで

の提供タイトル数含

む）  
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青少年の健やかな成長を社会全体で支える仕組みを整備し、豊かな人間性と主体的

な判断力を持つ青少年を育みます。 

 

重点目標１ 地域の中で青少年を支える環境づくりを推進します。 

重点施策（１） 青少年育成関係機関の活動の支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 青少年育成関係機関相

互の連絡調整を行い、

それぞれの機関の活動

の充実を支援します。 

青少年問題協議会を通して、各関係機関

相互の連絡調整を行い、それぞれの機関

活動を支援します。 

（生涯学習課） 

青少年問題協議会開

催回数 2回（6月、

2月） 

 

重点施策（２） 地域の教育力向上のための活動支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 放課後子ども教室の拡

充支援、青少年育成地

区住民会議の活動支援

を行い、地域の教育力

の向上を図ります。 

学校への働きかけや情報共有、活動支援

に努め、放課後子ども教室の拡充を目指

します。 

（生涯学習課） 

全教室の合計開催件

数 135回 

 

重点施策（３） 地域の青少年健全育成活動の支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 青少年相談員の活動の

充実に努めるととも

に、青少年育成活動の

担い手の育成に努めま

す。 

木更津市青少年相談員連絡協議会主催

事業の運営や青少年相談員の地区活動

の支援を行います。 

（生涯学習課） 

事業参加者数 

12,000人 

 

  

基本方針３ 青少年の健やかな成長 
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重点目標２  青少年が地域社会の中で主体的に活躍できる環境づくりと、社会的孤立を防ぐ取

組を推進します。 

重点施策（１） 青少年育成事業の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① オンラインで繋がる新

しい交流の場や「二十

歳を祝う会」など、各種

体験事業を実施しま

す。 

オンラインで青少年が語らい合う場を

設けるとともに、交流の中であがった課

題等に対し、課題解決のための活動やイ

ベントを開催します。 

（生涯学習課） 

定期的に開催（12回

開催） 

 

重点施策（２） 少年自然の家キャンプ場の利用促進  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 少年自然の家キャンプ

場を自然体験活動の拠

点として、青少年教育

事業を展開するととも

に、利用の促進を図り

ます。 

少年自然の家キャンプ場を自然体験活

動の拠点として、青少年教育事業を展開

するとともに、利用の促進を図ります。 

（生涯学習課） 

キャンプ場まつりの

実施（6月開催）、年

間利用者 1,800人以

上 

 

重点施策（３） 青少年の活躍の場の創出  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 青少年が社会貢献する

ための知識や技術を習

得する支援に努めると

ともに、地域社会にお

ける活躍の場を創出し

ます。 

ユースボランティアを育成するプログ

ラムを作成し、知識や技術の習得のため

の支援を行うとともに、ボランティア派

遣に向けた周知を図ります。 

（生涯学習課） 

派遣人数 50名 

 

重点目標３ 青少年の健全育成と非行防止を図るため、地域と連携した取組を進めます。 

重点施策（１） 相談活動の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 社会教育指導員等、専

門家による相談活動

（面接・電話・メール）

を行います。 

様々な問題や悩みを抱える青少年や保

護者へ周知するため、青少年・子育てカ

ードを配布し、相談しやすい環境づくり

を目指します。 

（まなび支援センター） 

相談件数 170件 
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重点施策（２） 青少年補導員等によるパトロールの実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 青少年補導員による街

頭指導、乗車マナー指

導、喫煙・飲酒防止キャ

ンペーン等（青少年へ

の愛の一声運動）を関

係機関、団体と連携し

行うとともに、有害広

告等の撤去依頼を行い

ます。 

木更津市青少年補導員連絡協議会と連

携した街頭指導等を定期的に実施する

とともに、各地区での指導に重点を置い

た青色防犯パトロールと地区指導を実

施します。 

（まなび支援センター） 

実施回数 150回 

 

重点施策（３） 青少年非行防止啓発活動の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 青少年健全育成だより

（News Letter）の発行

や青少年指導関係活動

報告「青少年に愛の一

声を」を発行します。 

青少年指導関係の状況把握に努め、青少

年健全育成だよりを発行します。 

（まなび支援センター） 

青少年健全育成だよ

り発行回数 3回 

 

重点施策（４） 青少年指導関係運営協議会の開催  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 青少年指導関係事業を

効果的に運営するた

め、関係機関・団体・有

識者との連携を図り、

青少年指導関係運営協

議会を開催します。 

青少年指導関係事業を効果的に運営す

るため、引き続き関係機関・団体・有識

者との連携を図り、青少年指導関係運営

協議会を開催します。 

（まなび支援センター） 

青少年指導関係運営

協議会開催回数 2

回 

 

重点施策（５） 体験活動をテーマとした青少年事業の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 野外活動やものづくり

など、地域の世代間交

流を図る機会を創出

し、地域における青少

年育成を推進します。 

地域の世代間交流を図る機会を創出し、

地域における青少年育成を推進します。 

（公民館） 

野外活動やものづく

りなどの事業数 各

公民館 2事業 
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市民による芸術文化活動の活性化を図り、地域の文化遺産や芸術文化を次世代に引

き継ぐ活動を推進するとともに、「木更津市民としての誇り」の醸成を図ります。 

 

重点目標１ ふるさと文化の新たな発見・保存・継承を推進し、公開することにより、シビック

プライドの醸成に努めます。 

重点施策（１） 重要文化財「千葉県金鈴塚古墳出土品」の国宝化推進事業の実施  

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 千葉県指定史跡「金鈴

塚古墳」の整備に努め

ます（駐車場含む）。 

金鈴塚古墳と見学者用駐車場を適切に

維持管理します。 

（文化課） 

- 

② 映像資料やパンフレッ

トの作成、小学校にお

ける学習支援など、千

葉県金鈴塚古墳出土品

の普及啓発事業に取り

組みます。 

郷土の歴史を学ぶ副教材として、金鈴塚

古墳出土品に関する資料を対象児童へ

配布します。 

（文化課） 

周知用資料配布数 

1,300部 

 

重点施策（２） 文化財保護対策の推進   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 市内に所在する有形・

無形文化財、史跡、天然

記念物を保護し文化財

の指定・活用・周知に努

めるとともに、市内の

文化財を保存し、伝承

する団体を支援するた

め補助金を交付しま

す。 

市内に所在する文化財の新たな市指定

文化財への指定を目指すとともに、文化

財保存団体が実施する事業に補助金を

交付して活動を支援します。 

（文化課） 

市指定文化財指定数 

1件 

保存・伝承団体への

補助金交付 

 3団体 

  

基本方針４ 芸術文化活動の活性化 
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重点施策（３） 埋蔵文化財保護対策の推進   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 埋蔵文化財保護のた

め、開発事業に対応し

た調整を図り、必要な

発掘調査や整理作業を

実施するとともに、記

録保存に努めます。 

千束台遺跡群の発掘調査報告書を刊行

し、埋蔵文化財の記録保存に努めます。 

（文化課） 

発掘調査報告書刊行

数 3冊 

 

重点施策（４） 将棋文化の継承・普及   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 小中学生将棋大会を開

催し、将棋を通して地

域の伝統文化を促進し

ます。 

小中学生を対象とした将棋大会を開催

し、地域の伝統文化の継承を促進しま

す。 

（文化課） 

小中学生将棋大会参

加人数 120人 

 

重点施策（５） 木更津市史の編さん・刊行 

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 本市の歴史や文化、豊

かな自然への関心を高

めるため、新たな「木更

津市史」を編さん・刊行

するとともに、公開講

座の実施、デジタルア

ーカイブでの公開、調

査研究成果を活用した

学習活動の支援に努め

ます。 

「木更津市史 史料編 8 近現代 1」及

び「木更津市史研究 8」を編さん・刊行

するとともに、公開講座の実施やデジタ

ルアーカイブの公開による学習支援活

動に努めます。 

（文化課） 

「木更津市史 史料

編 8 近現代 1」及び

「木更津市史研究

8」刊行 

デジタルアーカイブ

年間閲覧 

30,000件 

 

重点施策（６） 博物館（郷土博物館金のすず）事業の充実   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 常設展示の改良、充実

に努め、ふるさと文化

を目に見える形で示す

ことで、次世代への継

承を図ります。 

展示の改良・充実に努め、来館者の増加

とふるさと文化の次世代継承を図りま

す。 

（郷土博物館金のすず） 

年間来館者数 

11,000人 
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② 常設展示以外にテーマ

設定をした期間限定の

展示会を開催すること

により、市民の文化芸

術に触れる機会の提供

に努めます。 

特別展・企画展を開催し、市民が多様な

文化・芸術に触れる機会を提供します。 

（郷土博物館金のすず） 

特別展・企画展来館

者数 2,000人 

③ 金鈴塚古墳出土品をは

じめとした郷土に関す

る調査研究を継続し、

その成果を講座・展示

に反映させ、郷土の宝

としての価値を広めま

す。 

金鈴塚古墳関連資料をはじめ、郷土に関

する調査研究を継続し、その成果を市民

へわかりやすく伝えるために、講座等教

育普及事業を開催します。 

（郷土博物館金のすず） 

講座等普及事業開催

数 10 回以上 

 

重点目標２ 優れた文化芸術に触れる機会を提供するとともに、地域の文化遺産や伝統芸能を次

世代に引き継ぐ活動の充実を図ります。 

重点施策（１） 芸術文化振興事業の実施   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 小中学校の音楽鑑賞教

室を開催し、児童生徒

が優れた文化芸術に触

れる機会を作ります。 

音楽鑑賞教室（交響楽・邦楽・吹奏楽）

を開催し、児童生徒が優れた文化芸術に

触れる機会を提供します。 

（文化課） 

音楽鑑賞教室実施回

数 6回 

 

重点施策（２） 芸術文化に親しむまちづくり振興事業の実施   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① プロによるコンサート

やアート制作ワークシ

ョップ開催など、市民

が優れた文化芸術に触

れる機会を提供しま

す。 

プロによるコンサートやアート制作ワ

ークショップを開催し、市民が優れた文

化芸術に触れる機会を提供します。 

（文化課） 

アートとふれあおう

実施回数 5回（春 2

回、秋 3回）コンサ

ート実施回数 3回 
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重点施策（３） 文化芸術団体への支援   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 各種文化芸術団体の活

動を支援するため、実

施事業に補助金を交付

します。 

各種芸術文化団体への情報提供や助言、

行事の後援のほか、団体が実施する事業

に補助金を交付して活動を支援します。

また、市民会館大ホール代替施設利用に

係る補助金の交付について、引き続き周

知を図ります。 

（文化課） 

文化芸術団体への補

助金交付数 3団体 

 

重点施策（４） 新しい中規模ホールの活用方法の検討   

施策 令和 7年度重点目標・施策 成果指標 

① 関係部署と連携を図

り、中規模ホールの活

用方法の検討を進めま

す。 

コンサート公演開催に係るスキルを向

上させるとともに、引き続き関係部署と

連携し、中規模ホールの活用方法の検討

を進めます。 

（文化課） 

- 
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